
6

ベトナム 通信環境（1/2）

ベトナム／4.特定製品・サービスの市場・投資環境>情報通信インフラ整備状況

出所）H25年度・株式会社富士通総研「ベトナムにおける地域医療情報ネットワークの展開可能性の調査報告書」 p.9-10

おもな通信手段が携帯電話となっているベトナムでは（図表・5）、2000年代に入って多くの携帯電話の通信キャ

リアが設立され、2007年にWTOに加盟して国営の通信キャリアの株式会社化や外資参入への規制緩和が進んでおり、

携帯電話会社間の競争が激しくなっている（図表・14）。ベトナムの携帯電話の通信キャリアはサービスの向上と料

金の引き下げ等に積極的に取り組んでおり、これが携帯電話の普及を促進していると考えられる。

2010年12月時点のベトナムの携帯電話のシェアを見ると、Viettelが最も高く（37％）、次いでVNPTの

MobiFoneとVinaPhoneがそれぞれ29％となっており、これら３社で95％のシェアを有している。ベトナムの携帯電

話のシェアの大半を占めるViettleとMobiFone、VinaPhoneは現在主流の通信サービスである3G免許が交付され、さ

らに動画やゲーム等を快適に利用できる高速通信サービスである4Gの実証実験を開始していることから、ベトナム

の携帯電話が使用する通信環境は一定の速度が確保されていると考えられる。
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ベトナム 通信環境（2/2）

ベトナム／4.特定製品・サービスの市場・投資環境>情報通信インフラ整備状況

出所）H25年度・株式会社富士通総研「ベトナムにおける地域医療情報ネットワークの展開可能性の調査報告書」 p.9-10


